
Meteorological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Meteorologioal 　Sooiety 　 of 　Japan

P204

補正 を 考慮 した 日本にお け る気温の 日較差の長期変動
　　　　　　　

＊
長谷直樹 ・山崎信雄 （気象大学校）

1　 はじめに

　IPCC 第 3 次 評 価報 告書 （2001 年）で は 、日 最 高

気温 と 日最 低気温 の 差 で 定義 さ れ る 日 較差 （Purnal
Temperature旦ange ）は減少して おり、21世紀以降もこ

の 減少が継続す る と示されて い たが、Vose　et　ai．（2005）
や IPCC 第 4 次評価報告書 （2007年）で は、全球平均

す る と この DTR の 減少は 止 ま っ た と報告 され た。そ こ

で 本研究で は、日本 に おける DTR の 長期変動の 解析を

データの 均質性に 注意 して行 っ た。

2　使用 データ と データ の 補正

　全国の気象官署及 び特別気象観測所で 1901 年〜2010

年に観測さ れ た 日最高・
最低気温、雲量、日照時間、ホイ

ス ナーデ ュ ボ アの 混 濁係数 の 月別値 を用 い て DTR の 長

期変動 の 解析を行 っ た 。 品質は 正常値 （現象な し〕以上

の データを 用 い て、純正 常値以 下 の データ は欠測扱い と

し、その 上で 誤 っ て い る と考えられ る値 は欠測扱い とし

た。また、長期間の DTR の 品質を
一

様 に 保つ た めに 、日

界の 変更、官署移転、測器の 変更 に よ る 不連続の 補正 を

行 っ た。日界の 変更 は 藤部 （1999）に 従 っ て 補正 を 行 っ

た 。 官署移転 につ い て は 観測部観測課統計室 （2001）の

対象宮署 につ い て は こ の方法で補正 し、その他の官署で

移転 の前後に 明 らか な不 連続が あ る場 合 は、前後 5（10）

年平均を 加え る方法と最小二 乗法を用 い て 前後 10 年間

の トレ ン ドも考慮 した差を加 え る方法 の うち、最適 と判

断 し た方法 で補正 を 行 っ た。地上気象観測装置 の 更 新 に

よ る補正 は 最 小二 乗法を用 い て 前後 5年 の ト レン ドを考

慮 した 差を加 え る方法に より、変動の 95％ 信頼幅以上

の 不連続量 だ け補 正す る こ とに した。た だ し、こ の 補正

に よ っ て 補正 しすぎ る と い うこ とが ない よ うに補正量は

最小 と なる よ うに した 。

3　 解析結果 ・考察

　 図 1 は 全地点平均 した DTR の 年平均値 の 経年変動で

ある。DTR の 長期変動 は 20世紀前半に は 大きな変化 は

見られ ない が、1960 年代か ら 1990 年代まで DTR は急

速 に 減少 し、1990 年頃 か らや や 増加 に転 じて い る 。 日

データを 用い た解析 を 行うと、雲量 と 日照時間は DTR

の 変動 に 最も大 き な影響を及ぼす （図略）。 全地点平均

した 雲量 の 年平均値 は 1980 年代以降 の 増加 が 大 き く、

長期変動 で も年々 変動 で も DTR と逆相関 とな っ て い

る。一
方、日照時間 は 20 世紀後半以降 や や 増加傾向 は

見 られ る が、大 き な 変化 は 見 られ な い 。 こ れ は い わ ゆ

る
”
global　dimming

”
や
”
global　brightening

”
な どの 日射

量 の変化は 日照時 間 の 生の データ に は は っ き り とは見 ら

れ な い こ とを意味して い る 。

　各地点、各月ご とに雲量 と 日照時間を 説明変数 と して 、

DTR と重回帰分析を 行 い 、　 DTR か ら雲 量 と 日照時間

の 変動 に よ っ て 説明 で き る変動を 除い た DTR 残差を求

め、全 地 点 平 均 した 年平 均 値を 図 2 に 示 す。こ の DTR

残差 は雲 量 と 日照時 間の 影 響 を取 り除 い た DTR の 変動

と考 え られ る 。 DTR 残差 と生 の DTR を 比較す る と、

年々 変動な どの 短期変勸の 大き さ は半分程度に減少 し た

が、長期変動 の 大 き さは あ ま り減少せ ず、比較的類似 し

て い る。 しか し注目す べ き違い は 、 雲量 や 日照 時間 の 影

響を除けば DTR の 減少は 1990年代で は な く 、 1980年
代 に は 止まっ て い た とい うこ と で あ り、こ の違 い は主 に

雲量 の 増加 に よ る もの であ る 。

　 図 2 に は大 気 の 混 濁度 を 表す ホ イ ス ナーデ ュ ボア の 混

濁係数 （12時 の値 の 全 国平 均）の経 年 変 化 も示 して あ る。

こ の 混濁係数は大規模な火山の 噴火に よ る影響があ る も

の の、1950 年代〜1980 年代 にか けて 増加 （
”

global　dim−

ming
”

に対応）、1990 年代以降や や減少 （
”

global　bright−

ening
”

に 対 応）し て い る。こ の ホ イ ス ナ
ー

デ ュ ボ ア の

混濁係数 の 長期変動 は DTR の 残差ときれ い な逆相関

と な っ て い る。すなわち、”

glebal　dimming
”
の 期間 に

DTR 残差の 減少、
”
global　brightening

”
の 時期に DTR

残差 の 若干の 増加が 見 られ て い る 。 ま とめ る と、1950 年

代以降の 日本の DTR は、そ の 短 期変動の 多 くは雲 量 や

日照時間な ど の気象要素に よ っ て説明 され る が、DTR
の 長期変動 は雲量の 変動 （増加 ）と大気 の 混濁度に よ っ

て ほ ぼ説明可能 で ある こ とが わ か っ た 。
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図 1　1901〜2010年の 日本に お け る DTR とそ の 9年
移動平 均 ［上段］、雲量 とそ の 9 年移動 平均 ［上段］、日

照時間 と その 9 年移動平均［下段］。

、

図 2　1931〜2009 年の DTR か ら雲量と日照時間の 影

響 を取 り除い た残 差 （丸）とその 9年移動平均 ［左軸］。
ホ イ ス ナ

ーデ ュ ボ ア の 混濁係数の 年平 均値 （四角）と

そ の 9 年移動平 均 ［右軸1。重要な火 山の噴火 も示 して

あ る。
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